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１．概要（Summary） 

医療や農業の分野で非平衡大気圧プラズマをもちいた

研究が行われている。生体分の反応を解明する上で、質

量分析法は生体組織中の複数の生体分子を一度に同定

でき，プロテオーム解析に必須のツールである。表面支

援型レーザー脱離イオン化に着目し、ナノ材料を用いた

ソフトイオン化手法を用いたマトリックスフリーの質量分析

をおこなった。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 表面解析プラズマビーム装置 

【実験方法】 

表面解析プラズマビーム装置をもちいて、生体関連試

料のカーボンナノウォール表面支援型の光イオン化脱離

質量分析をおこなった。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

プラズマ照射した生体試料からの質量スペクトルを取

得出来た。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：名古屋大学大学院工学研究科・堀 勝 
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